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二
〇
二
一
年
一
〇
月
三
一
日
の
総
選
挙
。
安
倍
・
菅
政

権
の
失
策
、
と
り
わ
け
合
理
性
が
感
じ
ら
れ
な
い
コ
ロ
ナ

対
策
で
国
民
か
ら
大
々
的
な
批
判
を
受
け
た
安
倍
・
菅
政

権
へ
の
反
発
か
ら
自
民
党
は
議
席
を
減
ら
し
、
立
憲
民
主

党
や
共
産
党
の
議
席
は
増
え
る
と
予
想
さ
れ
て
い
た
。

　

と
こ
ろ
が
選
挙
前
の
予
測
に
反
し
、
自
民
党
は
そ
れ
ほ

ど
議
席
を
減
ら
さ
な
か
っ
た
。
一
方
、
議
席
増
が
予
測
さ

れ
て
い
た
立
憲
や
共
産
党
は
議
席
数
を
減
ら
し
た
。
な
ぜ

か
。
立
憲
民
主
党
や
共
産
党
の
議
席
減
に
つ
な
が
っ
た
要

因
と
し
て
「
野
党
共
闘
」
が
や
り
玉
に
挙
げ
ら
れ
る
。
こ

う
し
た
評
価
は
適
切
な
の
か
。
田
中
隆
論
文
で
は
得
票
数

等
を
根
拠
に
手
堅
い
結
論
と
説
得
力
あ
る
認
識
論
が
提

示
さ
れ
て
い
る
。
さ
ら
に
総
選
挙
後
、
改
憲
政
党
が
衆
議

院
で
四
分
の
三
近
く
を
占
め
る
状
況
下
で
の
衆
議
院
憲
法

審
査
会
の
変
容
が
紹
介
さ
れ
る
。

　

次
に
福
山
真
劫
氏
の
論
文
。
平
和
フ
ォ
ー
ラ
ム
、
総
が

か
り
、
市
民
連
合
で
リ
ー
ダ
ー
的
存
在
で
あ
る
福
山
氏
な

ら
で
は
の
、
内
部
の
事
情
も
紹
介
す
る
論
文
は
、
今
後
の

市
民
運
動
等
に
も
極
め
て
重
要
な
示
唆
を
与
え
る
。「
連

合
」
は
共
産
党
や
市
民
連
合
と
は
相
容
れ
な
い
よ
う
な
記

事
が
あ
ふ
れ
る
中
、
そ
う
し
た
情
報
が
必
ず
し
も
正
し
く

な
い
こ
と
な
ど
、
福
山
氏
し
か
書
け
な
い
貴
重
な
情
報
に

も
接
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

　

な
お
、
選
挙
に
際
し
て
は
メ
デ
ィ
ア
報
道
が
有
権
者
に

与
え
る
影
響
は
念
頭
に
置
く
必
要
が
あ
る
。
選
挙
予
測
は

投
票
者
の
心
理
に
影
響
を
及
ぼ
す「
ア
ナ
ウ
ン
ス
メ
ン
ト

効
果
」
が
あ
る
と
指
摘
さ
れ
る
。
さ
ら
に
は
総
選
挙
前
に

は
「
自
民
党
総
裁
選
」
が
圧
倒
的
に
報
道
さ
れ
る
「
メ
デ
ィ

ア
ジ
ャ
ッ
ク
」
状
況
が
生
じ
た
。
メ
デ
ィ
ア
は
そ
れ
ま
で
の

安
倍
・
菅
自
公
政
権
の
政
治
の
是
非
を
社
会
に
問
い
か
け
、

「
社
会
の
木
鐸
」と
し
て
の
役
割
を
果
た
し
た
の
か
。
丸
山

重
威
論
文
で
は
メ
デ
ィ
ア
の
問
題
点
が
提
示
さ
れ
る
。

　

今
回
の
総
選
挙
で
ま
た
し
て
も
顕
在
化
し
た
の
は
、
女

性
候
補
者
、
議
員
の
少
な
さ
で
あ
る
。
一
一
月
二
一
日
、

東
国
原
英
夫
氏
は
ツ
イ
ッ
タ
ー
で
「
女
性
議
員
に
つ
い
て
。

女
性
参
政
権
後
、
１
９
４
６
年
総
選
挙
で
当
選
し
た
女
性

議
員
39
人（
全
体
の
８
・
４
％
）、
前
回
総
選
挙
で
当
選
し

た
女
性
議
員
45
人（
９
・
７
％
）。
75
年
を
経
て
こ
の
様
。
女

二
〇
二
一
年
総
選
挙
を
総
括
す
る

2法と民主主義　2022／1 № 565 2

02_03_565特集リード_5.indd   4 2022/01/21   17:18



性
議
員
の
比
率
の
低
さ
は
世
界
１
６
５
位
。
政
府
は
各
政

党
に
男
女
候
補
者
均
等
を
求
め
、
２
０
２
５
年
ま
で
に
衆

参
両
院
女
性
候
補
者
を
35
％
に
す
る
事
を
閣
議
決
定
。
全

然
無
理
。」
と
つ
ぶ
や
い
た
。
世
界
経
済
フ
ォ
ー
ラ
ム
が
二

〇
一
九
年
に
発
表
し
た
日
本
の
ジ
ェ
ン
ダ
ー
ギ
ャ
ッ
プ
指

数
は
一
五
三
か
国
中
一
二
一
位
で
先
進
国
最
低
水
準
で
あ

り
、
特
に
遅
れ
て
い
る
の
は
政
治
分
野
と
い
う
状
況
で
あ

る（『
東
京
新
聞
』
二
〇
二
一
年
三
月
八
日
付
）。
二
〇
二
一
年

総
選
挙
で
も
、
女
性
の
当
選
者
は
前
回
よ
り
二
名
減
少
し

て
四
五
人
、
女
性
議
員
は
一
割
に
も
満
た
な
い
。
ジ
ェ
ン

ダ
ー
平
等
は
民
主
主
義
の
根
幹
に
関
わ
る
。
女
性
議
員
の

少
な
さ
は
極
め
て
深
刻
で
あ
る
。
日
本
は
な
ぜ
こ
う
し
た

状
況
な
の
か
。
ど
う
克
服
す
べ
き
か
が
角
田
由
紀
子
論
文

で
は
検
討
さ
れ
る
。

　

今
回
の
総
選
挙
は
投
票
環
境
の
問
題
点
も
さ
ら
に
顕
在

化
さ
せ
た
。
コ
ロ
ナ
感
染
拡
大
も
あ
り
、
外
国
に
い
る
日

本
人
が
投
票
で
き
る
環
境
は
普
段
の
総
選
挙
以
上
に
困
難

を
極
め
た
。
在
外
投
票
が
困
難
な
状
況
が
放
置
さ
れ
て
い

る
こ
と
に
、
外
国
に
い
る
日
本
人
か
ら
は
不
満
の
声
が
今

ま
で
以
上
に
高
ま
っ
た
。
ま
た
、
投
票
時
間
の
短
縮
や
投

票
所
の
削
減
な
ど
も
投
票
率
の
低
下
に
拍
車
を
か
け
て
い

る
と
も
指
摘
さ
れ
る
。
投
票
環
境
の
問
題
が
飯
島
滋
明
論

文
で
検
討
さ
れ
る
。

　

選
挙
制
度
に
関
し
て
は
、
議
員
定
数
不
均
衡
の
問
題
も

依
然
と
し
て
解
決
さ
れ
て
い
な
い
。
二
〇
二
一
年
一
一
月

一
日
、
弁
護
士
グ
ル
ー
プ
が
今
回
の
衆
議
院
選
挙
に
対
し

て
も
「
一
票
の
格
差
」
を
問
題
に
し
て
全
国
で
一
斉
提
訴

に
踏
み
切
っ
た
。
同
年
一
一
月
一
〇
日
、
細
田
博
之
衆
議

院
議
長
は
就
任
記
者
会
見
で
衆
院
選
の
「
一
票
の
格
差
」

是
正
を
め
ぐ
り
、
与
野
党
に
協
議
を
呼
び
掛
け
る
方
針
を

示
し
た
。
今
回
の
衆
院
選
で
も
格
差
が
二
倍
超
の
選
挙
区

が
あ
っ
た
と
し
て
「
衆
院
と
し
て
格
差
是
正
が
必
要
だ
。
よ

り
適
切
な
案
を
得
て
成
立
さ
せ
る
べ
き
だ
」
と
述
べ
た
。

何
度
も
裁
判
で
問
題
に
な
っ
て
き
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

い
ま
だ
に
改
善
さ
れ
て
い
な
い
問
題
も
含
め
た
、「
一
票
の

格
差
」
の
問
題
と
訴
訟
の
意
義
が
平
井
孝
典
論
文
で
明
ら

か
に
さ
れ
る
。

　

そ
も
そ
も
、
今
の
よ
う
な
政
治
状
況
を
も
た
ら
し
た
一

因
、
と
り
わ
け
自
民
党
内
で
も
総
裁
に
忖
度
せ
ざ
る
を
得

な
い
状
況
を
生
み
出
し
た
要
因
と
し
て
「
小
選
挙
区
制
」

が
挙
げ
ら
れ
る
。
小
選
挙
区
制
が
導
入
さ
れ
た
弊
害
は
ど

の
よ
う
な
も
の
か
。
小
選
挙
区
制
に
代
わ
り
、
ど
の
よ
う

な
選
挙
制
度
が
日
本
に
は
適
切
な
の
か
。
こ
う
し
た
問
題

が
小
松
浩
論
文
で
検
討
さ
れ
る
。

　

最
後
に
、
二
〇
二
一
年
一
〇
月
の
総
選
挙
が
も
た
ら
し

た
影
響
と
し
て
、
改
憲
政
党
が
躍
進
し
た
こ
と
、
そ
の
結

果
、
改
憲
発
議
に
む
け
た
動
き
が
加
速
さ
れ
る
事
態
が
想

定
さ
れ
る
。
二
〇
二
一
年
一
一
月
一
日
に
岸
田
文
雄
首
相

は
「
党
是
で
あ
る
憲
法
改
正
に
向
け
、
精
力
的
に
取
り
組

ん
で
い
く
。
与
野
党
の
枠
を
超
え
、
憲
法
改
正
の
発
議
に

必
要
な
国
会
で
の
三
分
の
二
以
上
の
賛
成
を
得
ら
れ
る

よ
う
議
論
を
深
め
る
」
と
発
言
し
た
。
一
一
月
二
日
に
は

松
井
一
郎
日
本
維
新
の
会
代
表
も
「
来
年
の
参
院
選
挙
ま

で
に
改
正
案
を
固
め
、
参
院
選
と
同
時
に
国
民
投
票
を
実

施
す
べ
き
だ
」
と
発
言
し
た
。
改
憲
勢
力
で
あ
る
自
民
党
、

日
本
維
新
の
会
、
公
明
党
、
国
民
民
主
党
の
憲
法
改
正
発

議
を
視
野
に
入
れ
、
対
応
す
る
必
要
が
あ
る
。
そ
の
た
め

の
方
策
等
が
南
典
男
論
文
で
は
提
案
さ
れ
る
。

 

（「
法
と
民
主
主
義
」
編
集
委
員
会
）
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